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1⃣　調査概要

１　調査目的

　　住民の在宅医療・介護に対する意識や終末期の療養の希望を把握し、

　宇佐市における地域包括ケアシステムの構築や在宅医療・介護の推進の

　方針検討等の基礎資料とする。

　　また、この調査を実施することで、在宅医療・介護に関する意識の

　醸成、啓発につなげる。

2　調査地域

　  宇佐市全域

3　調査対象

　  令和2年7月1日現在、住民基本台帳に登録されている、満４０歳以上の

　  市民1，５００人

4　対象者抽出方法

　  住民基本台帳から年代別無作為抽出法

5　調査方法

　  郵送法（調査票の配布・回収とも）

6　調査期間

     令和２年７月２1日（火）～令和２年８月３1日（月）

7　回答結果

　  回答数　７０６票

　  回答率　４７％

８  調査結果の見方

　  数値（％）は端数を四捨五入してあるので、総数と内訳の計が一致して

　  いないこともある。
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２⃣　基礎情報について

【問1】あなたのお住まいの圏域についてお聞きします。（〇はひとつ）

【問２】あなたの性別についてお聞きします。（〇はひとつ）

【問３】あなたの年齢（年代）についてお聞きします。（〇はひとつ）

【問４】あなたの同居家族についてお聞きします。（〇はひとつ）

回答者の居住圏域は次のとおりである。

回答者の家族構成（同居）は次のとおりである。

「夫婦のみ等の1世代世帯」が３６％で最も多くなっている。次いで「子供との2世代世帯」が２５％と

なっており、「単身」1４％、「3世代」1０％となっている。

0 50 100 150 200 250 300

無回答

その他

３世代（親・子・孫等）

２世代（本人または本人夫婦と親）

２世代（本人または本人夫婦と子供）

１世代（夫婦のみ等）

単身（ひとり暮らし）

0 20 40 60 80 100 120 140 160

無回答

院内

安心院

北部

西部

駅川

宇佐

長洲

15人

115人
136人

131人

97人

51人

106人

55人

男：48％女：51％

無回答：1％

40代：15％

50代：17％

60代：23％

70代：22%

80歳以上：22%

無回答：1%

101世帯（14％）

255世帯

（36％）176世帯

（25％）43世帯（6％）

67世帯（10％）

20世帯（3％）

44世帯（6％）

回答者の性別構成は次のとおりである。

・男性・・・・３３７人（４８％）

・女性・・・・３６1人（５1％）

・無回答・・・・・８人（ 1％）

男女比は、ほぼ半数となっている。

回答者の年齢（年代）構成は次のとおりである。

・４０代 ・・・・・1０５人（1５％）

・５０代 ・・・・・1２1人（1７％）

・６０代 ・・・・・1６1人（２３％）

・７０代 ・・・・・1５７人（２２％）

・８０歳以上 ・・・1５３人（２２％）

・無回答 ・・・・・・・９人（ 1％）

６０代が一番多かった。次いで７０代、８０歳以上となっている。

4



３⃣　健康状態について

　　　

【問８】あなたは、定期的に飲んでいる薬はありますか。（〇はひとつ）

　　　　（〇はひとつ）

【問７】あなたは、現在治療中の病気がありますか。

「普通」が５０％で最も多く、次いで「良い」が２1％となっている。一方、「あまり良くない」

「良くない」の回答数を合わせると全体の２割を占めていることがわかる。

【問５】あなたの健康状態についてお聞きします。（〇はひとつ）

回答者の現在の健康状態は次のとおりである。

【問６】あなたが体調の悪い時に、いつも受診するかかりつけ医はいますか。

0 50 100 150 200 250 300 350 400

無回答
その他

良くない
あまり良くない

普通
良い

とても良い

いる：57%

いないが受診する

医療機関はある：

31%

いない：11%

無回答：1%

ある：477人

（67%）

ない：217人

（31%）

無回答：12人（2%）

現在治療中の病気が「ある」と答えた方の内訳は次のとおりである。

（疾患が複数の場合あり）

・高血圧・・・・・・・・・・・・・２２５人

・骨や関節、筋肉の病気・・・・・・・９９人

・糖尿病・・・・・・・・・・・・・・８５人

・高脂血症・・・・・・・・・・・・・８０人

・心臓の病気・・・・・・・・・・・・６０人 等

「高血圧」が最も多く、次いで「骨や関節・筋肉の病気」が多い。心

臓の病気を含め、循環器系の病気が多いことがわかる。

ある：455人

（64%）

ない：240人

（34%）

無回答：11人（2%） 現在定期的な内服が「ある」と答えた方の内訳は次のとおりである。

・1種類・・・・・・・・・1０３人

・２種類・・・・・・・・・・９６人

・３種類・・・・・・・・・・７２人

・４種類・・・・・・・・・・５４人

・５種類・・・・・・・・・・４０人

・６種類以上・・・・・・・・５８人 他、無回答

６割を超える方が定期的な内服があることがわかる。

45人（6％）

147人（21％）

353人

（50％）111人（16％）

37人（5％）

5人（1％）
8人（1％）

回答者のかかりつけ医の有無は次のとおりである。

・かかりつけ医がいる・・・・・４０２人（５７％）

・かかりつけ医はいないが受診する医療機関はある

・・・・・・・２２３人（３1％）

・かかりつけ医はいない・・・・・７５人（11％）

・無回答・・・・・・・・・・・・・６人（ 1％）

「かかりつけ医がいる」５７％最も多く、「かかりつけ医はいないが

受診する医療機関は決まっている」の３1％を合わせると、９割近い

方が受診する医療機関を決めていることがわかる。
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に1回は医療機関を受診していることがわかる。

【問1０】あなたの現在の日常生活についてお聞きします。（〇はひとつ）

【問11】あなたは介護保険の介護認定又は市の事業対象者の認定を受けてい

　　　　　 ますか。（〇はひとつ）

【問９】あなたはここ1年間で、どのくらい医療機関を受診（健康診断を含む）

　　　　しましたか。（〇はひとつ）

医療機関（健康診断を含む）の受診回数は次のとおりである。

「月に1回程度」が最も多く、次いで「２～３ヶ月に1回」となっている。半数以上の回答者が３ヶ月以内

0 50 100 150 200 250 300

無回答
受診した事はない

年に1回程度
半年に1回程度

2～3ヶ月に1回程度
月に1回程度

2週間に1回程度
週に1回程度
週に2～3回

ほぼ毎日

はい：44人

（6%）

いいえ：646人

（92%）

無回答：16人（2%）

24人（3％）

23人（3％）
278人

（39％）185人（26％）

91人（13％）

55人（8％）

24人（4％）

10人（2％）

自立：90%

一部介助を要する：7%

全て介助を要する：1%

無回答：2%

介護認定を受けている方は全体の6％であり、介護認定の内訳は、

次のとおりである。

事業対象者・・３人 要介護1 ・・・９人

要支援1 ・・・８人 要介護2 ・・・７人

要支援2 ・・・８人 要介護3 ・・・２人

要介護4 ・・・６人

要介護5 ・・・1人

※要介護度が高い方などは家族の代筆にて返答があった。

1人（0％）

15人（2％）

回答者の日常生活の自立度は次のとおりである。

・自立・・・・・・・・・・・６３６人（９０％）

・一部介助を要する・・・・・・５1人（ ７％）

・全て介助を要する・・・・・・・７人（ 1％）

・無回答・・・・・・・・・・・1２人（ ２％）

「自立」が最も多く、９割の方が、日常生活の中で介助が必要なく

生活できていることがわかる。
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４⃣　在宅医療・介護について

①　在宅で受けられる医療について知っている。

②　在宅で受けられる介護について知っている。

③　在宅で急に病状が変わった時の対応について知っている。

④　在宅に訪問診療をしてくれる医師（病院・診療所）を知っている。

⑤　訪問看護でどの様なことが出来るか知っている。

「知らない」45％「あまり知らない」26％を合わせると全体の71％と認知度が低いことがわかる。

「知らない」38％「あまり知らない」31％を合わせると全体の69％と認知度が低いことがわかる。

「知らない」30％「あまり知らない」28％を合わせると全体の58％となっている。

「少し知っている」23％については、在宅で受けられる医療と比べ、在宅で受けれる介護の認知度の方が

やや高くなっている。

「知らない」40％「あまり知らない」33％を合わせると全体の73％と認知度が低いことがわかる。

              （それぞれの項目で該当する数字をひとつ選んで〇を付けてください。）

「あまり知らない」31％「知らない」34％を合わせると全体の65％となっている。このことから、在宅で

受けられる医療についての認知度が低いことがわかる。

【問1２】あなたは在宅医療・介護についてどのくらい知っていますか。

0 50 100 150 200 250 300

無回答
知らない

あまり知らない
少し知っている

知っている 88人（12％）
133人（19％）

216人（31％）

239人（34％）

30人（4％）

0 50 100 150 200 250

無回答
知らない

あまり知らない
少し知っている

知っている 103人（15％）
160人（23％）

200人（28％）

212人（30％）

31人（4％）

0 50 100 150 200 250 300

無回答

知らない

あまり知らない

少し知っている

知っている
94人（13％）

66人（9％）

281人

（40％）35人（5％）

230人（33％）

0 50 100 150 200 250 300 350

無回答

あまり知らない

知っている 79人（11％）

181人（26％）

316人

（45％）32人（4％）

98人（14％）

0 50 100 150 200 250 300

無回答

知らない

あまり知らない

少し知っている

知っている 66人（9％）

219人（31％）

31人（5％）

120人（17％）

270人（38％）
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①　家族に負担（経済的・身体的・精神的など）がかかるのではないかと思う。

②　自分自身の負担（経済的・身体的・精神的など）が大きいのではないかと思う。

③　在宅で過ごすために、部屋や風呂・トイレなど環境が整っている必要があるの

　　ではないかと思う。

④　今では、在宅でも痛みのコントロールをしながら過すことが出来るのでないか

　　と思う。

⑤　在宅で満足のいく最期を迎えられるのでないかと思う。

風呂・トイレなど環境が整っている必要があると考えている方が多いことがわかる。

「やや思う」43％「思う」27％を合わせると全体の70％であり、医療の進歩もあり痛みのコントロール

に関しての不安は比較的少ない結果となっている。

「やや思う」35％「思う」17％を合わせると52％。一方、「あまり思わない」31％「思わない」12％を

合わせると43％と、在宅で満足のいく最期を迎えることは難しいと思っている方もいることがわかる。

「思う」58％「やや思う」29％を合わせると全体の87％となっている。在宅で医療・介護を受ける場合、

家族に負担がかかるイメージを持っている方が多いことがわかる。

「思う」47％「やや思う」36％を合わせると全体の83％となっている。自分自身に負担がかかるイメージ

が強いことがわかる。

「思う」63％「やや思う」26％を合わせると全体の89％となっている。在宅で過ごすために、部屋や

【問1３】あなたは在宅医療・介護についてどの様なイメージを持っていま

　　　　すか。（それぞれの項目で該当する数字をひとつ選んで〇を付けてください。）

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

無回答

思わない

あまり思わない

やや思う

思う

0 50 100 150 200 250 300 350

無回答

思わない

あまり思わない

やや思う

思う

0 100 200 300 400 500

無回答

思わない

あまり思わない

やや思う

思う

412人

（58％）

38人（5％）

26人（4％）

181人（26％）

204人（29％）

26人（4％）

0 50 100 150 200 250 300 350 400

無回答

思わない

あまり思わない

やや思う

思う 334人（47％）

73人（10％）

28人（4％）

253人（36％）

18人（3％）

17人（2％）

34人（5％）

443人（63％）

31人（4％）

306人（43％）

42人（6％）

38人（5％）

187人（27％）

133人（19％）

0 50 100 150 200 250 300

無回答

思わない

あまり思わない

やや思う

思う 121人（17％）

216人（31％）

36人（5％）

249人（35％）

84人（12％）
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【問1５】あなたは宇佐市内にある下記の入所施設を知っていますか。

　　　　（知っているサービスすべてに〇を付けてください）

宇佐市内の入所施設のそれぞれの認知度は次のとおりである。

【問1４】あなたは在宅医療・介護に取り組んでいる下記のサービスを知って

　　　いますか。（知っているサービスすべてに〇を付けてください）

在宅医療・介護に取り組んでいるサービスのそれぞれの認知度は次のとおりである。

在宅介護サービスの認知度は比較的高いが、在宅医療サービスの認知度はまだまだ低いことがわかる。

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

その他

介護療養院

医療療養型医療施設

介護療養型医療施設

認知症対応型共同生活介護

住宅型有料老人ホーム

介護付き有料老人ホーム

サービス付き高齢者向け住宅

軽費老人ホーム

養護老人ホーム

介護老人福祉施設

介護老人保健施設 295人（42％）

411人

（58％）327人

（46％）64人（9％）

161人（23％）

221人（31％）

207人（29％）

211人（30％）

79人（11％）

63人（9％）

39人（6％）

8人（1％）

0 100 200 300 400 500 600

その他

介護タクシー

住宅改修

福祉用具事業所

在宅療養支援病院・診療所

訪問入浴

短期入所生活介護

通所リハビリテーション

通所介護

地域包括支援センター

居宅介護支援事業所

訪問介護

在宅訪問栄養食事指導

訪問リハビリテーション

訪問看護

訪問薬剤管理指導

訪問歯科診療

訪問診療

4人（1％）

461人（65％）

371人（53％）

329人（47％）

56人（8％）

341人（48％）

391人（55％）

366人（52％）

520人（74％）

51人（7％）

131人（19％）

279人（40％）

339人（48％）

524人（74％）

64人（9％）

178人（25％）

320人（45％）

376人（53％）

（配食サービス等 ）
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療養や治療は、専門職がいる場所を希望しているが、終末期となると「住み慣れた我が家」を希望されて

いる方が多くなった。今はまだ元気なので、わからないとした方も今後のことを考えるいい機会になった

との意見もあった。

意見が多かった。

2番目に多かったのが、「病院などの医療施設」であった。理由として長期療養と同じ「専門職がいる

安心感」などの意見が多かった。

逆に終末期では、「有料老人ホームなど入所施設」や「特別養護老人ホームなどの入所施設」で過ごし

たいという意見は減少しているのがわかる。

【問1８】あなたは終末期（治る見込みがなく死期が迫っている）に、

　　　　   どこで最後を迎えたいですか。（〇はひとつ）

【問1９】理由もお答えください。　　

治る見込みがなく死期が迫っている時、最後を迎えたいと希望する場所は次のとおりである。

「自宅」が最も多かった。理由として「住み慣れた場所だから」「安心できる」「落ち着く」という

【問1７】理由もお答えください。                                     　　

病気や認知症などで長期療養が必要となった時、希望する療養場所は次のとおりである。

「わからない」が最も多かった。理由として「まだ元気」「今は考えられない」という意見が多かった。

2番目に多かったのが、「病院などの医療施設」であった。理由として「専門職がいる安心感」「急な

体調変化に柔軟に対応してもらえそう」という意見が多かった。

【問1６】あなたは病気や認知症などで長期の療養が必要となった場合、

　　　　　どこで過ごしたいですか。（〇はひとつ）

0 50 100 150 200 250 300

無回答

その他

わからない

病院などの医療施設

特別養護老人ホームなどの介護施設

有料老人ホームなど入所施設

自宅
125人

57人

136人

176人

182人

8人

22人

241人

17人

46人

209人

164人

8人

21人

「どこでもいい」「自宅以外なら」などの意見長期療養

終末期
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【問２２】将来、あなた自身が万が一のことが起きたときに備えて、どのような治療

                   やケアを受けたいのか伝える書面（エンディングノート・終活ノート等）

　　　　　を作成しておきたいと思いますか。（〇はひとつ）

治る見込みがなく死期が迫っている終末期に延命治療を希望される方は次のとおりである。

「望まない」６６％「どちらかと言えば望まない」1７％と合わせると全体の８３％となっている。

多くの方が延命治療を望んでいないことがわかる。

【問２1】あなたはACP（人生会議）という言葉を聞いた事がありますか？

　　　　　また、内容について知っていますか。（〇はひとつ）

【問２０】あなたは終末期（治る見込みがなく死期が迫っている）に延命治療を

                   望みますか。（〇はひとつ）

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

無回答

その他

わからない

望まない

どちらかと言えば望まない

どちらかと言えば望む

望む 6人（1％）

12人（2％）

121人（17％）

468人

（66％）79人（11％）

3人（1％）

17人（2％）

聞いた事があり、

知っている：3%

聞いた事はあるが、

知らない：15%

聞いた事がなく、

知らない：79%

無回答：3%

作成している：2%

作成したいと

思っている：38%

作成しない：20%

わからない：37%

無回答：3%

ＡＣＰ（人生会議）の認知度は次のとおりである。

・知っている・・・・・・・・・・・２４人（ ３％）

・聞いた事があるが知らない・・・1０３人（1５％）

・聞いた事がなく知らない・・・・５５６人（７９％）

・無回答・・・・・・・・・・・・・２３人（ ３％）

「聞いた事がなく知らない方」が７９％となっている。

ＡＣＰ（人生会議）の認知度が低いことがわかる。

将来、万が一のことが起きた時に備えて、エンディングノート

や終活ノートなどを作成したい方は次のとおりである。

・作成している・・・・・・・・・1５人（ ２％）

・作成したいと思っている・・・２７1人（３８％）

・作成しない・・・・・・・・・1３８人（２０％）

・わからない・・・・・・・・・２６２人（３７％）

・無回答・・・・・・・・・・・・２０人（ ３％）

「作成している」「作成したいと思っている」を合わせると

４０％となる。次いで「わからない」が３７％となる。
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　※別紙参照

⑥ 退院後などに在宅や施設で利用できるサービスについて

⑦ その他

【問２６】在宅医療・介護に関してあなたが思う事があれば、ご自由に記入

　　　　　して下さい。

① 医療や介護についての相談窓口について

② 健康保険や医療費の制度について

③ 休日・夜間に受診できる救急医療機関について

④ 医療機関・医師の対応できる疾患、専門分野について

⑤ 訪問診療・看護・介護・リハビリテーションなど在宅ケアサービスについて

内訳として、①在宅医療・介護について（５３人）②体験談（７人）③終活（人生会議）、老々介護、

終末期、お金について（各４人）などの意見があった。

【問２５】あなたにとって医療・介護を受ける場合、必要と考える情報は何です

　　　　　か。（〇は複数可）

医療・介護を受ける場合、必要と考えられる情報はそれぞれ次のとおりである。

【問２４】あなたは、在宅医療・介護に関する講演会などあったら、参加したい

                と思いますか。（〇はひとつ）

在宅医療・介護に関する講演会への参加を希望する方は、次のとおりである。

「わからない」３４５人（４９％）が最も多い結果となった。

「ぜひ参加したい」1５人（２％）「機会があれば参加したい」1８７人（２７％）の方のテーマの希望

                ために』『もしものときのために～私の医療と介護について』の

                パンフレットを作成していますが、知っていますか？（〇はひとつ）

当センター作成の在宅医療・介護に関するパンフレットの認知度は次のとおりである。

「知らない」91％と高い割合を示していることがわかる。今後も啓発を維持する必要がある。

【問２３】在宅医療・介護連携支援センターでは『最後まで自分らしく生きる

0 50 100 150 200 250 300 350 400

無回答

わからない

参加したくない

機会があれば参加したい

ぜひ参加したい

0 100 200 300 400 500 600 700

無回答

知らない

知っているが、持っていない

持っている

15人（2％）

44人（6％）

640人

（91％）

7人（1％）

15人（2％）

187人（27％）

143人（20％）

345人（49％）

16人（2％）

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

⑦

⑥

⑤

④

③

②

① 418人

（59％）369人

（52％）

201人（28％）

253人（36％）

305人（43％）

264人（37％）

11人（2％）
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